
稲 村  雅 司  議 員

旅 客 船  ・  遊 漁 船 等 に 対 す る安 全 設 備 等 の 義 務 化 につ い て

オ ー バ ー ツ ー リ ズ ム 抑 制に よ る 観 光 推 進 事 業 、  協 議会 に つ い て

遊 漁 船 登 録 の 船 舶 は 何 隻 あ る か 。農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

　 遊 漁 船 登 録 で 補 助 対 象 外 の 船 舶 は
４ ３隻 で す 。

海 水 温 の 上 昇 に よ る サ ン ゴの 状 況 に つ い て
本 村 の サ ン ゴ の 状 態 、  養 殖 サ ン ゴの 状 況 は 。農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

　 漁 協 か ら の 聞 き 取 り で は 、  「 約 ７ 割か ら ８ 割 の サ ン ゴ が 死 滅 し て い る 」  養殖 サ ン ゴ も 天 然 サ ン ゴ と 同 様 に  「 約 ７割 か ら ８ 割 が 死 滅 し て い る 」  と 報 告 を受 け て い る 。

現 状 の サ ン ゴ の 状 況 報 告 を 受 けて 、  養 殖 サ ン ゴ の 回 復 支 援 に つ いて 村 の 考 え は 。

農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

　 漁 協 か ら 、  親 サ ン ゴ の 育 成 に 力 を 入れ た い と の 意 向 を 伺  っ  て い る 。  養 殖 場 で新 た に サ ン ゴ を 植 え 付 け る 際 に 、  死 滅し た サ ン ゴ が 障 害 と な る 可 能 性 が ある 、  死 滅 し た サ ン ゴ 等 の 処 理 の 方 法 に つい て 、  漁 協 と 協 議 を 行 う 予 定 。

サ ン ゴ の 養 殖 場 に 対 し て の 支 援 策も 含 め て  「 世 界 一 サ ン ゴ と 人 に やさ し い 村 」  と し た 恩 納 村 の 目 指 す方 向 性 は 。村 長

 （ 長 浜

 善 巳 ）

　 海 水 温 上 昇 に よ る 大 規 模 な 白 化 現 象に よ り サ ン ゴ が 死 滅 し た こ と に は 本 当に 胸 を 痛 め る と こ ろ で す 。  こ れ ま で 、  漁業 協 同 組 合 が 中 心 に な  っ  て ４ 万 ７ 千 本を 再 生 事 業 で や  っ  て き た 。  沖 縄 で 初 め て養 殖 サ ン ゴ を や  っ  た の も 恩 納 村 で す 。  サン ゴ の 村 宣 言 を し て い る 本 村 と し て 、  恩納 村 漁 業 協 同 組 合 、  ま た 恩 納 村 観 光 協会 、  恩 納 村 マ リ ン レ ジ ャ ー 協 会 な ど 、様 々 な 関 係 機 関 と 連 携 し て 、  こ の 事 態を よ り よ い 方 向 に 進 め て い き た い と 考え て い る 。

農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

　 無 線 海 岸 局 は 、  操 業 の 効 率 化 及 び 航行 の 安 全 を 確 保 す る た め 情 報 連 絡 の手 段 と し て 不 可 欠 で あ り 、  船 舶 の 遭 難な ど 緊 急 時 に お け る 救 助 通 信 、  自 然 災害 時 に お け る 非 常 無 線 通 信 を 取 り 扱う な ど 公 共 的 性 格 を 兼 ね 備 え 、  極 め て重 要 な 役 割 を 担 う も の と 考 え て い る 。

本 村 に は 無 線 の 海 岸 局 が な く 、  衛星 電 話 を 導 入 す る し か 選 択 肢 が ない が 、  海 岸 局 の 必 要 性 に つ い て どう 思 う か 。

農 林 水 産 課 長

 （ 平 安 名

 盛 常 ）

　 無 線 通 信 の 重 要 性 は 十 分 に 認 識 して お り 、  特 に 安 全 確 保 や 業 務 の 効 率 化に お い て 大 き な 役 割 を 果 た す も の と考 え て い る 。  村 と し て は 、  無 線 海 岸 局の 整 備 が 本 格 的 に 進 展 し た 際 に は 、  漁業 や 観 光 業 の 関 係 者 の 意 向 も 確 認 しな が ら 、  補 助 制 度 の 導 入 に つ い て 検 討し て い く 。  ま た 、  今 回 の 補 助 事 業 と 同様 な 事 業 が あ れ ば 、  同 じ よ う な サ ポ ート 体 制 を 行 い た い と 考 え て い る 。

一 般 社 団 法 人 日 本 マ リ ン 無 線 協 会が 本 島 、  離 島 を 含 め 、  カ バ ー が でき る 海 岸 局 の 開 局 を 本 年 度 中 で 目指 し て い る 。  船 舶 操 縦 者 も 無 線 免許 を 取 得 し な け れ ば な ら な い が 資格 取 得 の 面 か ら も サ ポ ー ト 体 制 を取 っ て ほ し い が 補 助 は 可 能 か 。

商 工 観 光 課 長

 （ 親 泊

 誠 ）

　 漁 業 関 係 者 の 意 見 を 聞 き 全 体 構 想 の中 で 検 討 し て い け れ ば と 考 え て い る 。

協 議 会 の 中 に 漁 協 が 入 っ て い なか っ た 。  漁 業 関 係 の 方 に ぜ ひ 入 って い た だ き 多 様 な 意 見 を 集 約 し てほ し い が 。

商 工 観 光 課 長

 （ 親 泊

 誠 ）

　 周 辺 環 境 へ の 課 題 、  施 設 利 用 に 関 する 課 題 、  自 然 環 境 へ の 課 題 、  安 全 確 保に 関 す る 課 題 、  観 光 の 質 に 関 す る 課題 、  コ ン プ ラ イ ア ン ス に 関 す る 課 題 など を 協 議 し て い る 。  法 的 根 拠 に 基 づ

協 議 内 容 と 、  今 後 の 方 向 性 は 。

▲ サ ン ゴ 養 殖 場 の 様 子

く ガ バ ナ ン ス 強 化 の 仕 組 み を 構 築 する た め 、  次 年 度 は エ コ ツ ー リ ズ ム 推 進協 議 会 を 立 ち 上 げ 、  全 体 構 想 の 策 定 に取 り 組 む と と も に 、  真 栄 田 岬 周 辺 活 性化 施 設 駐 車 場 に お け る 商 業 利 用 等 に関 す る 条 件 整 備 に つ い て 、  関 係 者 と 協議 し 検 討 し て い く 予 定 。
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當 山 直 彦  議 員

介 護 保 険 料 に つ い て介 護 予 防  ・  重 度 化 防 止 の 推 進に つ い て

権 利 擁 護  ・  虐 待 防 止 対 策 につ い て

社 会 参 加  ・  生 き が い づ く り の推 進 に つ い て

本 村 の 保 険 料 の 現 状 を 伺 う 。福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

　 令 和 ６ 年 度 よ り 構 成 市 町 村 の 保 険料 が 均 一 賦 課 さ れ た こ と で 、  月 額 平 均６ 千 ９ ２ ９ 円 と 前 年 度 よ り ５ ７ ７ 円安 く な り ま し た が 依 然 高 い 状 況 に あり ま す 。

本 村 の 介 護 予 防 事 業 の 課 題 を 伺 う 。

福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

　 各 教 室 で 新 規 の 参 加 者 が 増 え な いこ と で す 。

成 年 後 見 制 度 に つ い て 伺 う 。福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

　 任 意 後 見 制 度  ：  本 人 が 十 分 な 判 断 能力 が あ る と き に 予 め 任 意 後 見 人 に 委任 す る 事 務 の 内 容 を 公 正 証 書 に よ る契 約 で 定 め て お き 、  本 人 の 判 断 能 力 が不 十 分 に な っ た と き 任 意 後 見 人 が 委任 さ れ た 事 務 を 本 人 に 代 わ っ て 行 う制 度 。  法 定 後 見 制 度  ：  裁 判 所 へ 申 し 立て 手 続 き を 行 い 、  候 補 者 を 立 て る こ とが で き ま す が 最 終 的 に は 後 見 人 を 決め る の は 家 庭 裁 判 所 と な っ て い ま す 。

高 齢 者 虐 待 の 定 義 を 伺 う 。福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

　 ① 養 護 者 に よ る 虐 待  ：  高 齢 者 の 世 話を し て い る 家 族 、  親 族 、  同 居 人 等 に よる 虐 待 。  ② 養 介 護 施 設 従 事 者 に よ る 虐待  ：  介 護 施 設 ま た は 要 介 護 事 業 の 業 務

に 従 事 す る 職 員 に よ る 虐 待 。  行 為 に つい て は ① 身 体 的 虐 待 ② 介 護  ・  世 話 の 放棄 放 任 ③ 心 理 的 虐 待 ④ 性 的 虐 待 ⑤ 経済 的 虐 待 が あ る 。

生 き が い 就 労 の 場 づ く り 推 進 事業 の 内 容 と 期 待 す る 成 果 を 伺 う 。福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

　 高 齢 者 の 豊 か な 経 験 と 知 識 、  技 能 を生 か し た 社 会 参 加 の 場 を 創 設 す る 内容 と な っ て い る 。  成 果 と し て は 、  役 割と 生 き が い 、  安 心 感 を 実 感 で き る 高 齢者 の 増 加 及 び 地 域 包 括 ケ ア の 充 実 を考 え て い る 。

社 会 貢 献 や 就 労 支 援 の た め の 環境 づ く り に 対 す る 村 長 の 見 解 を伺 う 。村 長

 （ 長 浜

 善 巳 ）

　 仕 事 や 与 え ら れ た 役 割 を 通 し 、  他 者に 認 め ら れ る こ と で 自 己 肯 定 感 と 幸福 感 が 得 ら れ る も の と 思 い ま す 。  高 齢者 が 活 躍 で き る 地 域 づ く り 、  環 境 整 備を 進 め て い き ま す 。

本 村 に お け る 高 齢 者 虐 待 の 現 状と そ の 対 策 を 伺 う 。福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

　 令 和 ４ 年 度 ２ 件 、  令 和 ５ 年 度 ５ 件 、令 和 ６ 年

度

 

1 1月 現 在 ３ 件 。  高 齢 者 の 状

況 把 握 か ら 、  個 別 支 援 や 緊 急 時 に は 緊急 措 置 入 所 の 決 定 な ど 個 々 の ケ ー スに 合 わ せ た 対 策 支 援 を 行 っ て い る 。

本 村 の 保 険 料 が 高 い 要 因 を 伺 う 。福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

　 高 齢 者 人 口 の 増 加 を 要 因 と す る 要介 護 認 定 者 の 増 加 及 び 介 護 保 険 サ ービ ス 利 用 率 の 高 さ が 要 因 の 一 つ で す 。

高 齢 者 が 主 体 性 を 持 っ て 活 気 あ る生 活 を 楽 し く 送 れ る 環 境 を 運 動 以外 の 活 動 も 含 め 関 係 機 関 等 と 連 携し て つ く っ て い た だ き た い 。

介 護 者 を 孤 立 さ せ な い た め 、  思 いを 共 有 で き る 家 族 会 的 組 織 づ く りを 優 先 に 行 う べ き だ と 考 え ま す 。当 事 者 ま た そ の 家 族 を 守 る よ う お願 い し ま す 。

認 知 症 や 麻 痺 、  障 害 を 持 っ て い る高 齢 の 方 で も そ の ス ト レ ン グ ス
（ 強 み  ・  で き る こ と ）  を 見 極 め 、  主 体

性 を 尊 重 し 支 援 す る こ と で で き るこ と を 発 揮 し ま す 。  就 労  ・  ボ ラ ンテ ィ ア を 通 し た  「 生 涯 現 役 」  が 介 護予 防 の 選 択 肢 の 一 つ と な る よ う 取り 組 ん で い た だ き た い 。

▲ ベ チ バ ー を 利 用 し た 作 品 づ く り
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